















































































































































































魯文は、怪しげな安宿で戯作を書いて本屋に持ち込んだものの相手にされず、相模国高座郡萩園村（現在の茅ケ崎市） 野崎の 家を頼っていくが、そこで紹 された寺も長続きせず 再び江戸に戻り藤岡屋慶次郎という書肆で店番として勤めることになる。そこで扱っていた合巻物に読み耽っていた魯文だったが、かねて知り合いだった柳下亭種員に店で出会っ ことから、店番で
ある我が身を恥じてそこを逐電、旅人宿


















































































を初めとして。世に流れたる桃太郎。人並に毛か三本たらぬ猿蟹合戦 舌切雀のしたゝるき。作意ながら 板元から御宿はどこしやとお尋ありて。一番誂ひ玉ひなば。月の兎の手柄 て夫こそ枯木に花咲爺鯛の味噌ずのなまくさ鍋。四方
よ
も































刊）巻一「松前長兵衛が事の始」が巻頭に掲げる童唄とほぼ同文であり、また「おらがあねさん三人ござる（略）したやいちばんだてしやでござる」は、 『古実今物語』巻三「絹屋彦兵衛 の娘の事」所引 と同文。魯文 「暗記」か否かは疑わしい
ものの、巷間に流布した歌謡に材を取り合巻に仕立てたものであろう。
展示箇所の自序では、文机に向かい筆を手に座す魯文の姿が描かれ、その背後に

































































































































































































たという趣向である。本屋側の「西洋流行へ付け込んで」 「目先の変わった趣向」が欲しいとの要望に対し、 「せんせい」が「弥次北八が飛脚船で航海の旅歩きを西洋道中膝栗毛 でもやらかして書いたら少しは売れるだろう」と述べている。右側にいる人物が先生の仮名垣魯文、左側にいる が万笈閣主人である。万笈閣主人は『西洋道中膝栗毛』第十一編の「老実伏稟」にも登場している。
まじめなかうじやう
［翻刻］


















































































































































































































































































来たりしを、是れ幸ひと雇ひ込み 纔か三昼夜にして安政見聞誌三冊 稿を脱す 潤
わづ










の主で狂歌師）の作という説を紹介しているが、左文は魯文の自記 尊重し魯文作としている。むろんこ 手の出版物は当時御法度であ 、同書も無届け出版であった。それゆえ作者名等は記されて ない（ただ 一部の挿絵には絵師の名が見える） 。ちなみに魯文の名は、質屋の丁稚が雲の様子から地震を予知していたという逸話の、その質屋の主の友人として出 く のみである。おそらくは、 『安政見聞誌』は魯文一人の手になった著作と言うより、魯文がさまざまな情報提供者の文章 瓦版等の先行の刷り物をまとめ編集 たものと言えるであろう。何 にせよ、短期間の内 情報を き集め一冊の本に仕立てたその手際には、明治になり新聞記者として活躍する魯文 面目躍如たる姿が先取りさ ている と言ってよい。
内容的には江戸の各地における震災後のルポルタージュである。町の罹災の状況に
加え罹災者のエピソードが豊富に書かれ いる。また挿絵には本文と別途に解説が加えられている。さらに、被害者救援のお救い小屋に寄附を た人の名 の寄附の高、余震の回数とその揺れ具合 記録等「客観的」な記述や 当時多く さ 、後絶版にされた一枚刷りの刷り物や小本 写しなどがあり、現在 資料的価値 高いものとなっている。またかなり 部数が売れたようで、商業的にも成功し うである。
地震の傷跡も癒えぬ安政三年（一八五六）八月二十五日、江戸は台風の被害に見舞
われる。夜から翌朝まで、約六時間にわたり暴風雨に見舞わ 築地本願寺 本堂が潰れ、 永代橋には舟が激突し流されてしまうと言った大災害 なった 『安政風聞集』はその災害のルポルタージュ ある。 『安政
見聞誌』と同様に本書も無届け出版だった





戸府内記述は他の地域より詳しいものとなっている。また、下は種切れのせいか 台風とは関係 ないも を含め逸話の占め 割合が多くなっている。
安政年間は、多難な年であった。安政に先立つ嘉永七年（一八五三）にはペリーが
来航し、幕府はそれ以後諸外国と 応接に とまが くなる。安政五年（一八五八）のコレラ禍は、そうい 外国との接触がもたらした「副産物」であった。その年の六月（太陽暦七月）に上海地方で流行 いたコレラがアメリカ蒸気船ミシシッピー号によって持ち込まれる、各地で猛威を振るい、約一ヶ月後江戸でもコレラは猖獗を
しようけつ











































た人々（戯作者仲間や芸人、パトロン）を挿絵の中に登場させていることがあげられる。 『薄緑娘白波』は講談ものの作品の一つであり、 『梅春霞引始』は清元「梅の春」に取材した作品である。 『梅春霞引始』の挿絵を見ると、筋立てと無関係 ろに文人や浮世絵師が顔を出し、魯文自身 積極的に関わった納札（千社札交換会）の中心人物、徳力屋の千社札なども描かれている。こうした形で知人・友人を登場させるこ
とで、作品を仲間うちで楽しんでいたのであろう。 『全盛玉菊譚』には豪商細木香以が序を寄せている。香以が当時の戯作者や芸人のパトロンであったことは、森鴎外『細木香以』などにも記されるところである。ほかにも多くの合巻に、魯文を取り巻く人々の姿が描きこまれている。当時の戯作者たちをめぐる人間関係を知る資料としても格好のものである。
幕末には読本を抄録した長編合巻が多く出版された。魯文も『南総里見八犬伝』を







は上冊見返しに「和堂珍海」 、巻末に「兼吉」とあるが、これは魯文の改号前の戯号と本名である。 内容は弘化三年七月二十七日から江戸市村座で上演された歌舞伎「青砥稿」の正本写（上演された歌舞伎を再現した草双紙）で 。ただし天保改革の影響を受け、役者の似顔絵は使われず、舞台機構の描写も行われていない。
魯文の処女作について 、天保十四年に花笠魯介（文京）に入門、和堂珍海と名




























歌を学び、四方真門の名で狂歌判者となった。 「梅 春」はそのことを披露したもので、狂歌仲間の四方連の判者の一人となったが（ 「四方にめぐる
扇巴やふぐるまの











































までが魯文による抄録である。三十一編は 本の第九輯第九十九回・第百回にあたる。魯文は安政二年（一八五 ） ・同三年（一八五六）に切附本『英名八犬士』全八編を著し、 『八犬伝』を した経験があった。 『英名八犬士』の口絵 挿絵に本作の挿絵に準じたものが少なくないことは高木元氏によって指摘されている。
本作は安政五年（一八五八）に二十七編が刊行された後、版木の一部が焼失した。























































































































は、一九の膝栗毛物で活躍した弥次北の子供 ちを主人公とする趣向であった。同時期の魯文作『新板滑稽三太郎ば し』が感和亭鬼武 旧観帖』の焼き直し ことも、十返舎 に『旧観帖』発端と ての『奥州道中記』執筆があること 考えれば、興味深い連鎖であろう。
明治期に入ると、孫の世代の弥次北が活躍する『西洋道中膝栗毛』
( 初編は明治三年
〈一八七〇〉刊）が登場する 本屋側の「西洋流行へ付け込んで」 「目先 変わった趣向」が欲しいとの要望に呼応して「弥次北八が飛脚船で航海 旅歩きを西洋道中膝栗毛とでもやらかして書 た」
( 第九編「稗史家の脚色」 ）ものである。魯文の執筆は明
かいだし






































































































































































































「西洋人もの」としての要素はむしろ後半のワシントン伝にあるが、これはアメリカ独立時の歴代大統領たちが繰り広げる水滸伝まがいの伝奇小説であり、伝記的事実はほとんど顧みられるこ がなかった。これは娯楽 小説としての合巻というジャンルに沿ったものだといえ、 『西国立志編』など
の、伝記的事実に拠って立身出世の教訓と
した明治啓蒙期 西洋人伝とは大きく異なっている。やがて、明治五年（一八七二）の「三条の教憲」以降、戯作者もまた実用と教訓をその著作 旨としなければならなくなった時、魯文は、娯楽小説の作者 立場と、啓蒙者として 立場を、その一身に体現せざるを得なくなる。明治五、六年に書かれた二つのナポレオン 『倭国字西洋文庫』 『通俗那波烈翁伝』のうち 前者は『釈迦八相倭文庫』的な伝奇小説であり、後者は翻訳文に読みやすく筆を加えるという間接的な関与ではあった 、ナポレオンの少年時代のほぼ正確な伝記であった
魯文が最後に「西洋人もの」を手がけたのは、明治十二年（一八七九）の前アメリ



















































































































































一・二） ・欧羅巴洲（巻三） ・亜弗利加洲（巻四） ・北亜墨利加洲（巻五） ・南亜米利加洲（巻六） ・墺地利亜洲（ 「あうすたらりあ」 、巻七）からなる。
本書の魅力の一つは、第一巻の仮名垣魯文自序（明治五年六月執筆）の中で、作















































































































































































































































































































































































































































































































































































































気の事」 ）など ど 福沢の教えを一々当世風俗に引きつけては反転させ、茶化している。ちなみに本来の「窮理」について、魯文はこのころの作品で触れていて、たとえば「肉食をすりやア、神仏へ手が合わされねへの、ヤレ穢れるのと、わからねへ野暮をいふ は、窮理学を弁へね から ことでげス」というように、実用的な
17










































































である。その後、西南戦争までをピークとして 文明開 に資すべき「説教」は新風俗となり大いに流行して、当時の出版メディアを賑わせるものとなった。早いところで魯文自身、 『安愚楽鍋』三編下「新聞好の生鍋」の中では「…此節都鄙遠近となく説教がおひらきになツて、諸社諸宗 教導師が勉励するが、僕が此職を命ぜられりやア静岡の中村先生（中村正直のこと）が訳した自由 理を訳解てきかして、
と
い





































後続の説 ダネ教訓書にもよく見かけるも で、たとえば …説教を聴聞する暇なきものといへども、一度この書を披くときハ方今 御趣意、三大 の深意 も覚り
18


















































材料を編集して『佐賀電信録』を出版する。それはちょうど、松村春輔『復古夢物語』（明治六～九年） 、条野伝平（染崎延房） 『近世紀聞』 （明治七～十五年） 、村井静馬『明治太平記』 （明治八～十一年）など、幕末維新期の歴史実録が出版され始めた時期であり、魯文は現在の出来事を歴史の一場面として物語化しようとしたのである。そうした実録の方法 、明治 の「神風連の乱」など一連の士族の反乱から翌年の西南戦争に際して流行現象となり、魯文も『西南鎮静録』を著すことになった。
一方で、日本初の風刺絵雑誌『絵新聞
日本地』を創刊していた。そうした先駆性































































































































































ものである。しかし場合によっては単行本の方が連載に先行する。また連載と単行本では本文の違いも多々確認できる。もう一人のお伝 いるかの如く『夜刄譚』とは全く異なるストーリーを持つ。両作の競作の激烈さは夥しい後印によっても知れ、お伝の名を不朽のも とし、草双紙の底力を証明した。以降昭和期に至るまでお伝は様々な活字本によって繰り返し登場する。大正末刊行の明治文学名著全集『高橋阿伝譚』にはお伝の肖像が掲げられ、また野崎左文の解説にもその容貌が伝えられ いる。
魯文や起泉が創作したお伝によって文化的なブームを招来することとなり、例えば







































































































































































































































































































































































































































































































医院を設立し、その生涯をハンセン病の治療と啓蒙活動に捧げた人物。昌文 営む起廃病院では、専門以外にも奇数日の午前中に限り皮膚病一般の治療に着手（ 『読売新聞』明治十二年〈一八七九〉九月十六日） 、のち、院内の混雑を避けるため 「皮膚病梅毒は勿論内外科一切の患者を診察」する後藤診察所を新設する運びとなったようだ（同上、明治十八年〈一八八五〉二月二十一日） 。後藤診察所は、芝新堀町の起廃病院と同じ番地内にあり 昌文 子息で
起廃病院副院長の昌直が診察を担当し























































































見山だったが、相撲会所の年寄らが間に入り和解した。このいきさつ 高見山が姫路藩に報告すると その義気に感じた藩は再び彼らに扶持を与えて召 抱えること
















































































































































































逸を載せる。同書の巻末には「桐葉舎主」 名で次のような「稟告」が載せられており、続篇が早くから計画されていたことが知れる。 本篇粋の枝折出版の為め四方に秀吟を募り候処殊の外各位 賛成を得て玉詠山 如くに集り催主琴升は素より本舎の光栄不過之候尚また今回続篇を出版せんとす請ふ四方の各位 に倍するの賛成を賜はらんこと」 。催主の琴升は孤蝶園序に「我が友垣」とあるが未詳。正篇の都々逸を募る広告は『東京絵入新聞』 一月五日及び同十三日に掲載されているが、内容は、末尾 月並会についての だりが「本舎には月並会有之候間紛 ぬ為め（栞へ）と御記載 乞」となっていることを除けば、この続篇の引札とほぼ同一である。続篇の引札は、文中 「改正出版条例」云々 記述が、明治二十年十二月に公布された新しい出版条例のことを指すと推定されることから 正篇の刊行（国立国会図書館蔵本の奥付は三月「十五日発行」を「十
八日出版」と訂正）に合わせて配られ
たものと思われる。 「桐葉舎」の所在地として記される「根岸金杉村三百七十五番地」は正篇の「編纂兼発行者」だった「安間ヤス」の居所と一致する 「桐葉舎」および「安間ヤス」ともにこれ以外の出版物 からんだ形跡はなく、 『粋の枝折』続篇の刊行について 不明。
『明治新調都々逸集
粋の枝折』は、前掲『東京絵入新聞』掲載広告に「明治都











































































































































































































































































































































































































































なれど出来星の作者なればと自ら卑下して魯文は一朱を以て其定額とし」 たという（野崎左文『かな反古』 ） 。廉価で引き受けていたと いえ、引札に宣伝文を書くことは、生活の糧として、大きな収入源に他ならなかった。しかしその記す宣伝文は人気を博した。 「翁は引札ちらしの文を草するに巧み
にして料理の開業、商家の売出し等多く翁





















（如）胸中八斗を儲へるの才士ハ。南京米の相場を知つて。葛飾早稲の価に捗らず。博学五車に富の儒先生ハ文車 迂遠くして馬車蒸気車の神速ならず。際限ある身に限りなき。書籍の概略時々流行。江湖学問を究理んこと。支那で所謂小説稗史（有）読で皇国の軍談記録。傍訓附が目的 枝折。桑と茶の実を植付の。繁茂も東京の一種の名産。書肆貸本の開店に。小金の牧を開くとハ。方今形勢て 辻占吉と。好の道から高手の活業。和漢西洋実録戯作。人情滑稽随筆記。御所望次第蠶紙の糸を引出す続本類（魯）飜訳演義物の本。長沓歩らす足曳のやま 貯ふ部数ハ横浜鍋の牛に汗し。居留地の棟に充 されば粋書の賃口繁きに。歌妓の戸籍倍たるも知られ。義経記を読者多きハ。蝦夷開拓の吉兆なるべし。遮莫又賃 伝信機ハ。写真鏡の紙どりめきて。本屋の為 得意にあらず（其）闕冊落書汚痕油点。手麁ハ御免を蝙蝠傘。風衣の翹が生 借手買 も大坂町。彼難波津 冬至梅。開店書肆 諸共に開化
33



































































































事。磐手の森の言でもながら。這度件の袴地を。男女の帯地となれる様。嶋柄をさへ工風なせしが。締のよきは京琥珀。筑前博多も及びなく。糸目は至て重けれど価は軽く出精し。其他紙布や信夫摺追々新規発明の。織物類を差送れど 茲に一種の名品あり。里言に海栗と呼なして。難波の芦も浜荻 所替れば名こそ替 物はいわゆる奥州雲丹。味わひ都而越前の。雲丹に異事もなく 風味は夫に尚倍し。

















































































































































































































































































































に当込で脚色しが何分にも判決にも成ぬ物は狂言に取脚色事相成ずと 事にて許可 ならず一時は有来りの狂言に差換て興行すると迄立消に成しが彼是してゐる内 裁判落着に成しより再度もえ出し





































































































屋（造り酒屋とも）で奉公中に、女中のお常と通じ、主人 知るところとなって二人は駆け落ちをする。上総芝山にいるのをつきとめられ 、女は連れ戻さ 、佐吉は飯岡助五郎から手切れ金を渡されるが思い切れず、繁蔵に相談し 。繁蔵は佐吉にお常のありかを捜し出させ、連れ戻して、お常の両親を口説いて佐吉 夫婦してやった。そのため、佐吉は繁蔵の無二の
子分となった。繁蔵横死の後、勢力富








大判錦絵。改印「卯五改」 （慶応三年〈一八六七〉五月） 。一恵齋芳幾画（落款 一恵
40





























大判錦絵。改印「寅十一改」 （慶応二年〈一八六六〉十一月） 。月岡芳年（落款「一魁齋芳年画」 〈芳桐〉 ） 、前野狐庵主仮名垣魯












































者として知られる中国春秋時代楚国の人。齢七十にして五彩の衣を身にまとい嬰児の戯れをなし、以て親を楽しませ、老いをも忘れさせ という。老莱子を鼓舞する一文をしたためた魯文は、明治二十三年（一八九〇） 文壇を引退した後、古稀を待たずして明治二十七年十一月八日逝去 享年六十五歳であった。晩年を不遇とする見地が一般的であるが 市井の人と ての魯文の老年は果たしてそうであったろうか。その 端 窺う縁 しても、興味深い資料と える
面影の変らばとても年浪のよせては元に帰らざらめや
加齢に伴い面影が変わったとしても苦慮するに 及ばない、浦波が寄せては必ず















































































































































































































































































































































































































































図書 OPAC ユ9:58 珍猫百覧會開筵 12-9
図書 OPAC ヤ9:433 通俗 究理話, 前編2巻 / 仮名垣魯文作 ; 猩々暁齋画 (萬笈閣)
図書 OPAC ハ4:281 通俗那波烈翁傳 / 長沼熊太郎翻訳 ; 神奈垣魯文和解 (齋藤実尭蔵版) 6-4
和古書 古典籍 ナ4:702 摘要漢楚軍談 / 鈍亭魯文[著]
和古書 古典籍 ナ4:748 摘要漢楚軍談 / 鈍亭魯文標記 ([新庄堂])
和古書 古典籍 ナ4:343 天下茶屋復仇美談 (品川屋久助)
和古書 古典籍 ナ4:735 東海道中栗毛の弥次馬 / 仮名垣魯文著 5-1
雑誌 OPAC ト00093 東京絵入新聞 (東京絵入新聞社)
和古書 古典籍 ナ4:583 道中膝栗毛 (甘泉堂和泉屋市兵衞)
和古書 古典籍 ユ2:60 虎見世物引札 / 仮名垣魯文演述 (菊屋市兵衛)
図書 OPAC ハ4:109 鳥追阿松海上新話 / 久保田彦作著 ; 仮名垣魯文閲 (大倉孫兵衛)
図書 OPAC ハ4:18 鳥追阿松海上新話 / 久保田彦作著 ; 仮名垣魯文閲 (大倉孫兵衛) 9-1
和古書 古典籍 ナ4:711 名聞面赤本 / 魯文作 ; 英泉画 1-1
和古書 古典籍 ナ4:679 浪花男団七黒兵衛 / 鈍亭魯文序 2-2
和古書 古典籍 ナ4:699 成田山霊験記 / 鈍亭魯文謹述 (伊勢屋忠兵衛板)
和古書 古典籍 ナ4:734 成田山道中膝栗毛 / 仮名垣魯文著 (新庄堂) 5-3
図書 OPAC ヤ7:73 新潟花かゞみ / 金子錦二著 (木村文三郎)
図書 OPAC ナ4:760 日蓮上人御一代記 / 鈍亭魯文謹訳 ; 一蘭斎國綱拝画 (吉田慶之介版)
和古書 古典籍 ナ4:575 抜翠三国誌 / 鈍亭魯文序
和古書 古典籍 ナ4:662 抜翠三国誌 (糸屋庄兵衛)
図書 OPAC ハ4:243 鋸山玉石異訓 / 猫々道人著 ; 岡丈紀編 (勧文堂)
和古書 古典籍 ナ4:703 花軍嶋物語 / 鶴亭秀賀閲 ; 一梅斎芳春画
和古書 古典籍 ナ4:394 花裘狐草紙 (小林銕治郎)
和古書 古典籍 ヤ7:76 萬國人物圖繪 / 仮名垣魯文作 ; 一猛斎芳虎画 (山田屋庄次郎板) 6-1
和古書 古典籍 ユ3:125 萬國名勝盡競之内 大清南京府市坊 / 芳虎画 ; 仮名垣魯文訳誌
和古書 古典籍 ナ4:696 彦山権現誓仇討 / 十返舎一九鈔録 ; 鈍亭魯文校合 ; 国政画 (品川屋杉浦朝治郎)
図書 OPAC ハ4:204 冬児立闇鴟 / 京文舎文京著 ; 仮名垣魯文閲 ; 守川周重画 ([青盛堂])
図書 OPAC ハ4:282 冬児立闇鴟 / 京文舎文京著 ; 仮名垣魯文閲 ; 守川周重画 ([青盛堂])
図書 OPAC ハ4:68 冬児立闇鴟 / 京文舎文京著 ; 仮名垣魯文閲 ; 守川周重画 ([青盛堂])
図書 OPAC ハ4:127 冬楓月夕榮, 3編 / 仮名垣魯文閲 ; 彩霞園柳香著 ; 梅堂國政画 (金松堂)
図書 OPAC ハ4:8 冬楓月夕榮, 3編 / 仮名垣魯文閲 ; 彩霞園柳香著 ; 梅堂國政画 (金松堂)
図書 OPAC ハ4:162 松飾徳若譚, 5編10巻 / 仮名垣魯文編 ; 錦朝樓芳虎画 (青盛堂)
図書 OPAC ハ4:250 松飾徳若譚, 5編10巻 / 仮名垣魯文編 ; 錦朝樓芳虎画 (青盛堂) 4-6
図書 OPAC ハ4:252 松飾徳若譚, 5編10巻 / 仮名垣魯文編 ; 錦朝樓芳虎画 (青盛堂)
図書 OPAC ハ4:49 松飾徳若譚 / 仮名垣魯文編 ; 錦朝樓芳虎画 (青盛堂) 4-6
図書 OPAC ハ4:54 松飾徳若譚, 5編10巻 / 仮名垣魯文編 ; 錦朝樓芳虎画 (青盛堂)
図書 OPAC ハ4:24 松の栄千代田の神徳 / 仮名垣熊太郎録 ; 蜂須賀国明画 (錦栄堂) 4-7
図書 OPAC ハ4:254 松の栄千代田の神徳 / 仮名垣熊太郎綴 ; 蜂須賀国明画 (錦栄堂)
和古書 古典籍 ナ4:664 水鏡山鳥奇譚 (辻岡屋文助)
和古書 古典籍 ナ4:681 水鏡山鳥奇譚 (金松堂辻岡文助)
和古書 古典籍 ヤ6:278 都名所画譜 / 朝香楼芳春画 ; 仮名垣魯文序 ([河内屋藤四郎ほか])
和古書 古典籍 ナ4:574 漢土二十四孝伝 / 鈍亭魯文序
図書 OPAC ハ4:185 倭国字西洋文庫 / 仮名垣魯文著 ; 錦朝楼芳虎画 (紅木堂)
図書 OPAC ハ4:233 倭国字西洋文庫 那勃列翁一代記
和古書 古典籍 ナ4:690 弓張月春乃霄栄 / 楽亭西馬, 仮名垣魯文作 (若林堂)
和古書 古典籍 ナ4:7 弓張月春廼霄栄 (文昇堂熊谷)
図書 OPAC ヒ4:1116 夢物語高野實傳 / 仮名垣魯文著 (翠松堂)
和古書 古典籍 ユ3:126 歐邏巴洲之内 佛蘭西國 / 一川芳員画 ; 仮名垣魯文記
和古書 古典籍 ナ4:660 四家怪談 / 仮名垣魯文序 (糸屋庄兵衛) 2-1
和古書 古典籍 ナ4:340 読切青砥政談
和古書 古典籍 ナ4:704 両國八景荏土久里戯 / 鈍亭魯文作 ; 一光斎芳盛画 (糸屋福次郎)
図書 OPAC ユ1:35:1 老莱子を鼓舞するの記 / 仮名垣魯文[筆] 12-7
雑誌 OPAC ロ00028 魯文珍報 8-3
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和古書 古典籍 ユ3:98:5 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:6 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:7 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:8 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:9 近世水滸伝 12-1
和古書 古典籍 ナ4:391 金鈴善悪譚 (平野屋新蔵)
和古書 古典籍 ナ4:787 金鈴善悪譚 / 仮名垣魯文作 ; 歌川芳虎画 ([平野屋新蔵])
和古書 古典籍 ナ4:697 楠公一代記 / 鈍亭魯文著 (品川屋久助梓)
和古書 古典籍 ユ3:123 蜘蛛錦白縫 義婦雄波 岩井紫若
和古書 古典籍 ユ3:123 蜘蛛錦白縫 鳥山犬千代 中村芝翫 / 國周画 ; 仮名垣魯文抄録
図書 OPAC ハ4:229 格蘭氏伝倭文賞
図書 OPAC ハ4:234 格蘭氏伝倭文章 / 仮名垣魯文著 ; 鮮斎永濯, 梅堂国政画 (金松堂辻岡屋文助) 6-5
図書 OPAC ハ4:283 格蘭氏傳倭文賞 / 仮名垣魯文和解 (辻岡屋文助)
和古書 古典籍 ナ4:341 栗毛弥次馬 5-1
図書 OPAC ハ3:124 藝妓三十六佳撰 / 雑賀豊太郎編輯 (鈴木八三郎)
図書 OPAC ヤ9:416 現今支那事情 / 神奈垣魯文鈔輯 (和泉屋吉兵衛[ほか])
図書 OPAC ヤ9:434 現今支那事情 / 神奈垣魯文鈔輯 (和泉屋吉兵衛[ほか])
図書 OPAC ハ4:85 恋相場花王夜嵐 / 猫々同人著 ; 梅堂国政画 (金松堂)
図書 OPAC ハ4:12 金花胡蝶幻 / 猫々道人原稿 ; 京文舎文京綴 ; 守川周重画 (堤吉兵衛)
和古書 古典籍 ナ4:698 国姓爺一代記 / 仮名垣魯文編 ; 一凰斎國明画 (河内屋茂兵衛[ほか]) 2-6
図書 OPAC ヤ9:397 子寳習字章 : 文明捷徑 / 神奈垣魯文和解 ; 巻菱潭書 (名山閣)
図書 OPAC ハ4:232 滑稽三太郎話 / [鈍亭魯文戯作] ; [雲齋國久狂画] (石島八重)
図書 OPAC ハ4:230 滑稽道中膝車 / 仮名垣魯戯作 (萬笈閣) 5-5
和古書 古典籍 ナ4:749 滑稽富士詣 / 仮名垣魯文戯作 ([芙蓉堂蔵梓]) 5-4
和古書 古典籍 ナ4:750 滑稽富士詣 / 仮名垣魯文戯作 ([芙蓉堂蔵梓]) 5-4
図書 OPAC ユ1:35:2 [後藤昌文宛仮名垣魯文葉書] / 仮名垣魯文筆 (仮名垣魯文) 10-2
和古書 古典籍 ナ4:695 金刀比羅利勝田宮坊太郎仇討 / 仮名垣魯文撰 (松阪屋梓)
図書 OPAC ハ4:251 西国巡礼娘敵討 / 仮名垣魯文 (金松堂) 2-9
図書 OPAC フ1:60 佐賀電信録 / 神奈垣魯文編輯 (名山閣) 8-1
和古書 古典籍 ナ4:683 佐世身八開伝
和古書 古典籍 ナ4:677 佐野志賀蔵一代記 (品川屋朝治郎)
和古書 古典籍 ナ4:678 小夜中山夜啼碑 (糸屋庄兵衛) 2-4
図書 OPAC ヤ5:220 三則教の捷徑 / 仮名垣魯文述 ([中西源八]) 7-4
和古書 古典籍 ナ4:521 白石物語
和古書 古典籍 ナ4:733 神稲黄金笠松 / 菊亭文里編 ; 一光斎芳盛画 (吉田屋文三郎)
和古書 古典籍 ナ4:358 粋興奇人伝 (丸屋徳蔵) 1-3
図書 OPAC ユ9:55 粋の枝折続篇出版に付都々逸募集 10-4
図書 OPAC ハ4:285 誠忠義臣銘々伝 / 隅田了古訳 ; 仮名垣魯文補 ; 一壽斎芳虎画 (延壽堂蔵版)
図書 OPAC ハ4:1 西洋道中膝栗毛 / 仮名垣魯文戯著 ; 芳幾[ほか画] (萬笈堂(椀屋喜兵衛)) 1-7, 5-6
図書 OPAC ハ4:231 西洋道中膝栗毛 / 仮名垣魯文戯著 ; 芳幾[ほか画] (萬笈堂(椀屋喜兵衛))
図書 OPAC ヒ4:777 西洋道中膝栗毛 / 仮名垣魯文著 (漫遊会) 5-8
図書 OPAC ユ1:23 西洋道中膝栗毛版下草稿 5-7
図書 OPAC ヤ9:207 世界都路 / 仮名垣魯文著 (回春樓) 7-1
和古書 古典籍 ナ4:701 雙孝美談曾我物語 / 魯文抄録
図書 OPAC ハ4:137 高橋阿傳夜刄譚 / 仮名垣魯文著 ; 守川周重画 (金松堂)
図書 OPAC ハ4:163 高橋阿傳夜刄譚 / 仮名垣魯文著 ; 守川周重画 (金松堂)
図書 OPAC ヒ4:1141 高橋阿傳夜刄譚
図書 OPAC ヒ4:1167 高橋阿伝夜刄譚 / 仮名垣魯文[著] (日吉堂梓)
図書 OPAC ハ4:19 高橋阿傳夜刄譚 / 仮名垣魯文著 ; 守川周重画 (金松堂)
図書 OPAC ユ2:81 高見山ぬしに代わりて報義告条 / 仮名垣魯文述 10-3
図書 OPAC ハ4:253 蛸入道魚説教 / 仮名垣魯文著 (存誠閣)
図書 OPAC ハ4:47 蛸入道魚説教 / 仮名垣魯文著 (存誠閣) 7-5
和古書 古典籍 ナ4:667 俵藤太竜宮蜃話 (森屋治兵衛) 2-7
図書 OPAC ヤ8:256 茶銘 興画合簡端戯叙 仮名垣魯文自筆草稿 10-1
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和古書 古典籍 ユ3:75:11 古手屋八郎兵衛(英名二十八衆句 ; [10]) / 弌魁齋芳年[画] ; 山閑人交来[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:12 稲田九蔵新助(英名二十八衆句 ; [11]) / 弌魁齋芳年[画] ; 可史山人[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:13 直助権兵衛(英名二十八衆句 ; [12]) / 弌魁齋芳年[画] ; 可志好以[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:14 笠森於仙(英名二十八衆句 ; [13]) / 弌魁齋芳年[画] ; 可志好以[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:15 由留木素玄(英名二十八衆句 ; [14]) / 弌魁齋芳年[画] ; 瀬川如皐[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:16 十木傳七(英名二十八衆句 ; [15]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 一葉舎主人[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:17 遠城治左エ門(英名二十八衆句 ; [16]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 瀬川如皐[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:18 鬼神於松(英名二十八衆句 ; [17]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 松阿弥交来[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:19 げいしゃ美代吉(英名二十八衆句 ; [18]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 甘々坊[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:2 勝間源五兵衛(英名二十八衆句 ; [1]) / 弌魁齋芳年[画] ; 河竹其水[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:20 佐野治郎左エ門(英名二十八衆句 ; [19]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 瀬川如皐[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:21 邑井長菴(英名二十八衆句 ; [20]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 河竹其水[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:22 天日坊法策(英名二十八衆句 ; [21]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 岳亭定岡[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:23 國澤周治(英名二十八衆句 ; [22]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 一葉舎甘阿[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:24 西門屋啓十郎(英名二十八衆句 ; [23]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 仮名垣魯文[略伝] (錦盛堂) 12-5
和古書 古典籍 ユ3:75:25 春藤治郎左エ門(英名二十八衆句 ; [24]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 爲永春水[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:26 鳥居又助(英名二十八衆句 ; [25]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 爲永春水[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:27 鞠ヶ瀬秋夜(英名二十八衆句 ; [26]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 山閑人交来[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:28 仁木直則(英名二十八衆句 ; [27]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 巴月菴紫玉[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:29 濱島正兵衛(英名二十八衆句 ; [28]) / 弌恵齋芳幾[画] ; 井双笑魯[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:3 遠城喜八郎(英名二十八衆句 ; [2]) / 弌魁齋芳年[画] ; 瀬川如皐[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:4 團七九郎兵衛(英名二十八衆句 ; [3]) / 弌魁齋芳年[画] ; 一葉舎甘阿[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:5 御所五郎蔵(英名二十八衆句 ; [4]) / 弌魁齋芳年[画] ; 河竹其水[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:6 因果小僧六之助(英名二十八衆句 ; [5]) / 弌魁齋芳年[画] ; 山々亭有人[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:7 白井権八(英名二十八衆句 ; [6]) / 弌魁齋芳年[画] ; 山々亭有人[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:8 福岡貢(英名二十八衆句 ; [7]) / 弌魁齋芳年[画] ; 仮名垣魯文[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ユ3:75:9 高倉屋助七(英名二十八衆句 ; [8]) / 弌魁齋芳年[画] ; 山々亭有人[略伝] (錦盛堂)
和古書 古典籍 ナ4:680 英名八犬士 (品川屋久助) 2-10～17
和古書 古典籍 ナ4:497 蝦夷錦源氏直垂 / 仮名垣魯文著 ; 一燕斎芳鳥画 (伊勢屋久助) 2-5
和古書 古典籍 ナ4:659 東紫哇文庫 / 仮名垣魯文作 ; 芳幾, 錦朝楼芳虎画 (文昇堂)
和古書 古典籍 ナ4:736 大山道中膝栗毛 / 仮名垣魯文著 5-2
和古書 古典籍 ナ4:737 小栗一代記全傳 / 鈍亭主人作 ; 芳年画 (品川屋杉浦朝治郎)
和古書 古典籍 ナ4:676 童絵解万国噺 / 仮名垣魯文序 (山田屋庄次郎)
和古書 古典籍 ナ4:687 童絵解万国噺 / 仮名垣魯文訳 ; 孟齋芳虎画 (錦橋堂壽梓) 6-2
和古書 古典籍 ナ4:723 男達吾妻花川戸 / 鈍亭魯文作 ; 一容斎直政画
和古書 古典籍 ナ4:666 於歳玉毬唄絵解 (伊勢屋久助) 1-2
和古書 古典籍 ユ3:121 外国人物尽
図書 OPAC ユ3:122 仮名読新聞 第三百十一號 / 風也坊投書 ; 孟斎画 ([仮名読新聞社])
和古書 古典籍 ナ4:10 仮名読八犬伝 (文渓堂) 4-4
和古書 古典籍 ナ4:755 仮枕浮名の仇浪 / 仮名垣魯文作 ; 歌川国貞二世画
和古書 古典籍 ナ4:669 仮枕巽八景 (金松堂辻岡屋文助)
雑誌 OPAC キ00104 起廢病院醫事雜誌 10-2
図書 OPAC ハ4:22 胡瓜遣 / 仮名垣魯文著 (椀屋喜兵衛) 7-2
図書 OPAC ヤ8:254 暁斎鈍画 / 河鍋洞郁畫 (稲田源吉)
和古書 古典籍 ユ3:98:1 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:10 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:11 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:12 近世水滸伝 12-4
和古書 古典籍 ユ3:98:13 近世水滸伝 12-3
和古書 古典籍 ユ3:98:14 近世水滸伝 12-2
和古書 古典籍 ユ3:98:15 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:2 近世水滸伝
和古書 古典籍 ユ3:98:3 近世水滸伝












○ 一覧表には、2006 年 10 月時点で請求番号が付与されている資料について、書名の五十音順で配列した（整
理未完のため、上掲した 1 および 2 の目録で検索できない資料を含む）。各項目に記した内容は以下の通り。
資料区分 : 和古書 / 図書 / 雑誌の別
目録区分 : 検索対象目録(古典籍 / OPAC)
請求番号 : 資料の請求番号(多巻ものは原則的に集合部分まで)





資料 目録 請求 展示資 料区分 区分 番号 番号
和古書 古典籍 ナ4:722 嗚呼忠臣楠氏碑
和古書 古典籍 ナ4:700 足利勲功記 / 鈍亭魯文作 ; 一壽斎芳員画 (糸屋庄兵衛板)
和古書 古典籍 ユ3:127 東錦浮世稿談 伊藤凌西 (山城屋甚兵衛)
和古書 古典籍 ユ3:127 三好屋魯山(東錦浮世稿談) / 一魁齋芳年筆 ; 仮名垣魯文填句
和古書 古典籍 ナ4:661 安達原黒塚物語 2-3
和古書 古典籍 ナ4:744 當九字万倍曾我 / 仮名垣魯文作 ; 歌川国輝画 (加賀屋吉兵衛)
和古書 古典籍 ナ4:665 雨夜鐘四谷雑談 (笑壽屋庄七)
和古書 古典籍 ヤ7:78 安政午秋頃痢流行記 / [仮名垣魯文著] (天壽堂蔵梓) 3-3
和古書 歴史 Ｙ1422-8 安政見聞誌 3-1
和古書 古典籍 ヤ3:10 安政風聞集
和古書 古典籍 ヤ3:19 安政風聞集 3-2
和古書 古典籍 ヤ3:23 安政風聞集
和古書 古典籍 ヤ3:27 安政風聞集
図書 OPAC ハ4:244 稲葉猴雪灯新話 / 仮名垣魯文述 ; 孤蝶園若菜編 (鈴木喜右衛門)
図書 OPAC ハ4:249 牛店雑談 安愚樂鍋 7-3
図書 OPAC ハ4:4 牛店雜談 安愚楽鍋 1-8
図書 OPAC ハ4:86 牛店雑談 安愚楽鍋 / 仮名垣魯文著 (誠之堂)
和古書 古典籍 ナ4:705 薄緑娘白波 / 仮名垣魯文著 ; 芳幾画 (加賀屋吉兵衛板) 4-5
和古書 古典籍 ナ4:57 梅春霞引始 (金松堂辻岡屋文助) 4-2
和古書 古典籍 ナ4:66 梅春霞引始 (金松堂辻岡屋文助) 4-2
和古書 古典籍 ナ4:523 雲竜九郎偸盗伝 (笑寿屋庄七)
図書 OPAC ユ3:76 英国商船
和古書 古典籍 ユ3:75:1 目録(英名二十八衆句 ; [目録]) (錦盛堂)
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